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プログラム

2024年 9月7日（土）　第1日
  オンデマンド配信予定

第 1 会場　（1F メインホール）

10：15～ 11：30   症例報告１ 
“RA 一般 ”

座長：片田 圭宣（  吹田市民病院 呼吸器リウマチ科）
　　　籏智 さおり（  神鋼記念病院 膠原病リウマチセンター）

C1-1. 抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎の治療中に Aspergillus fumigatus， 
Lomentospora prolificans を感染した一例 ………………………………………………………… 106
○  福

ふくむら

村 麻
ま あ や

綾 1）、日和 良介 2）、齋藤 林太郎 2）、湯川 理己 3）、土戸 康弘 3）、白柏 魅怜 2）、辻 英輝 2）、北郡 宏次 2）、
秋月 修治 2）、中嶋 蘭 2）、吉藤 元 2）、森信 暁雄 2）

1）公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院 リウマチ膠原病内科
2）京都大学大学院医学研究科 内科学講座臨床免疫学
3）京都大学医学部附属病院 感染制御部

C1-2. 気管支拡張症合併関節リウマチ患者で生じた過粘稠性 K. pneumoniae による激烈な壊死性肺炎の
一例 ……………………………………………………………………………………………………… 106
○  須

す な が

永 敦
あつひこ

彦、井上 拓也
松下記念病院 膠原病・リウマチ内科

C1-3. 全身紅斑を呈する若年女性の SLE 再燃に梅毒が併発した一例 ………………………………… 107
○  松

まつうら

浦 史
ふ み か

華 1）、井口 絵里加 1）、Siripongvutikorn Yanakawee1）、金 東燮 1）、西垣内 陽 1）、吉村 麻衣子 1）、 
中林 晃彦 1）、高松 漂太 1,2）、大島 至郎 1,2）

1）国立病院機構 大阪南医療センター リウマチ・膠原病科
2）国立病院機構 大阪南医療センター 臨床研究部

C1-4. 全身性エリテマトーデス、シェーグレン症候群に肥厚性硬膜炎を合併した一例 ……………… 107
○  園

そ の だ

田 健
た け る

留 1,2）、岩田 慈 1）、上野 滉大 1）、松宮 遼 1）、加藤 喬 1）、下邨 優太 1）、西川 太朗 1）、藤井 隆夫 1）

1）和歌山県立医科大学附属病院 リウマチ・膠原病科学講座
2）国立病院機構和歌山病院 呼吸器内科

C1-5. 強直性脊椎炎に関節リウマチを併発した 1 例 ……………………………………………………… 108
○  肥

ひ づ め

爪 梨
り さ こ

紗子、五島 篤史、坪井 秀規
大阪労災病院整形外科

C1-6. 高齢発症関節リウマチに合併した大動脈炎の一例 ………………………………………………… 108
○  中

なかはら

原 穂
ほ の か

乃伽、藤井 千晶、吉本 隆宏、兵頭 優佳、樫原 優子、寺田 信
市立伊丹病院 アレルギー疾患リウマチ科

C1-7. 小児期に発症し 40 歳で診断に至った低ホスファターゼ症の 1 例 ……………………………… 109
○  西

にしかわ

川 太
た ろ う

朗、岩田 慈、上野 滉大、松宮 遼、加藤 喬、下邨 優太、園田 健留、藤井 隆夫
和歌山県立医科大学附属病院 リウマチ・膠原病内科学講座
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11：45～ 12：45   ランチョン教育セミナー 1 共催：旭化成ファーマ株式会社

座長：山根 隆志（  加古川中央市民病院）

「difficult-to-treat (D2T) RA の考え方と解決すべき課題 
～ IL-6 阻害薬への期待～」 ………………………………………………………………… 86
田中 榮一（   東京女子医科大学 医学部内科学講座 膠原病リウマチ内科学分野）

13：00～ 14：00   教育セミナー 1

座長：原 良太（  奈良県立医科大学整形外科学教室）

「リウマチ患者における周術期リハビリテーション治療の意義と重要性」 …………… 82
高窪 祐弥（   山形大学医学部リハビリテーション部）

14：15～ 15：15   スイーツセミナー 1 共催：日本イーライリリー株式会社

座長：尾﨑 吉郎（  関西医科大学 リウマチ・膠原病科）

「フェイズⅡにおけるバリシチニブのポジショニング - 作用点からの考え方 -」 ……144
柳田 英寿（   独立行政法人国立病院機構宇多野病院 リウマチ・膠原病内科）

15：30～ 17：30   シンポジウム 1 
“ 関節リウマチ治療の地域間格差を減らすために ”

総合司会：小池 達也（  白浜医療福祉財団骨リウマチ疾患探索研究所）

「滋賀県における整形外科医としての立場からみる RA 診療の実態」 ……………… 38
熊谷 康佑（   滋賀医大学 整形外科学講座）

「京都府における地域間格差の実情・問題点」 …………………………………………… 39
大西 輝（   京都大学大学院医学研究科リウマチ性疾患先進医療学講座）

「シームレスなリウマチ医療を目指して」 ………………………………………………… 40
大島 至郎（   独立行政法人国立病院機構大阪南医療センター 臨床研究部・免疫疾患センター）

「兵庫県の中核病院としての Rheumatologist の役割 
～切り拓け地域間格差なき膠原病診療への道～」 ……………………………………… 41
三崎 健太（   北播磨総合医療センター リウマチ・膠原病内科）

「関節リウマチ治療の地域間格差を減らすために ～和歌山県～」 …………………… 42
辻 聡一郎（   医療法人仁成会 辻内科医院）

「奈良県の関節リウマチ診療における地域間格差の実情と問題点」 …………………… 43
樋上 謙士（   医療法人ひのうえ会 ひがみリウマチ・糖尿病内科クリニック）
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第 2 会場　（3F 国際会議室）

9：00～ 10：00   モーニングセミナー 1 共催：第一三共株式会社

座長：高橋 謙治（  京都府立医科大学大学院医学研究科 運動器機能再生外科学（整形外科学教室））

「グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症の病態と 2023 年改訂ガイドライン」 …………142
宗圓 聰（   そうえん整形外科 骨粗しょう症・リウマチクリニック）

10：15～ 11：30   症例報告２ 
“ 膠原病 ”

座長：新川 雄高（  市立長浜病院リウマチ膠原病・血液内科）
　　　北野 将康（  住友病院膠原病リウマチ内科）

C2-1. 中枢神経ループスに対してアニフロルマブ導入後に内臓播種性水痘を発症した一例 ………… 110
○  赤

あ か ざ

座 優
まさひろ

大、山田 恵壽、片岡 渉、相内 志津子、井上 未江、中川 大章、蔭山 豪一
兵庫県立尼崎総合医療センター 膠原病リウマチ内科

C2-2. 難治性ネフローゼ症候群を呈したループス腎炎 “ Ⅴ ” 型にリツキシマブ＋ 
タクロリムス併用療法が奏功した一例 ……………………………………………………………… 110
○  星

ほ し の

野 真
ま り こ

理子、志賀 俊彦、森本 祐美、福田 里香、山澤 広嵩、石村 香織、芦田 千聖、冨田 大介、伊丹 哲、
岸本 和也、野崎 祐史、木下 浩二、松村 到
近畿大学病院 血液・膠原病内科

C2-3. SLE に合併したマクロファージ活性化症候群に対し、 
アニフロルマブが有効であった一例 ………………………………………………………………… 111
○  越

お ち

智 達
た つ や

哉、壷井 和幸
神戸市立医療センター西市民病院

C2-4. 肺高血圧症を契機にシェーグレン症候群の診断に至り免疫抑制療法で軽快した１例 ………… 111
○  森

も り た

田 紗
さ よ

代、福田 里香、志賀 俊彦、山澤 広嵩、石村 香織、赤澤 宗輝、芦田 千聖、冨田 大介、伊丹 哲、 
岸本 和也、野崎 祐史、木下 浩二、松村 到
近畿大学病院 血液・膠原病内科

C2-5. 腎間質性病変からと思われる低ナトリウム血症に対しフロリネフが奏功した 
シェーグレン症候群の 1 例 …………………………………………………………………………… 112
○  吉

よしかわ

川 卓
たかひろ

宏、松井 聖
尼崎中央病院 アレルギー・リウマチ内科

C2-6. 潰瘍性大腸炎を合併した高安動脈炎に対してウパダシチニブを導入した 2 症例の報告 ……… 112
○  茎

く き だ

田 祐
ゆ う じ

司 1）、堀田 祐馬 2）、祖父江 秀晃 1）、河村 卓二 2）

1）京都第二赤十字病院 膠原病内科
2）京都第二赤十字病院 消化器内科

C2-7. 慢性好中球性白血病に合併したと考えられる高安動脈炎の 1 例 ………………………………… 113
○  羽

は す み

角 貴
たかゆき

之 1,4）、川島 浩正 1）、亀田 憲児 1）、西村 信城 1）、松原 正樹 1）、宮本 真紀子 1）、大野 史郎 1）、 
赤井 靖宏 2）、藤本 隆 3）、西尾 健治 4）、吉本 清巳 1）

1）奈良県立医科大学附属病院 総合診療科
2）奈良県立医科大学 地域医療学講座
3）香芝旭ヶ丘病院 リウマチ科
4）宇陀市立病院 総合診療科
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11：45～ 12：45   ランチョン教育セミナー 2 共催：中外製薬株式会社

座長：房間 美恵（  関西国際大学 保健医療学部 看護学科）

「薬物治療と妊娠の両立 -RA・SLE 診療ガイドライン 
update 版の紹介も含めて -」 ……………………………………………………………… 87
村島 温子（   一般社団法人 妊娠と薬情報研究会 / 埼玉医科大学リウマチ膠原病科）

13：00～ 14：00   教育セミナー 2

座長：石井 優（  大阪大学大学院医学系研究科・生命機能研究科免疫細胞生物学）

「遺伝統計学による疾患病態解明・ゲノム創薬・個別化医療」 ………………………… 83
岡田 随象（   東京大学大学院医学系研究科 遺伝情報学 / 大阪大学大学院医学系研究科 遺伝統計学 / 

理化学研究所生命医科学研究センター システム遺伝学チーム チームリーダー）

14：15～ 15：15   スイーツセミナー 2 共催：大正製薬株式会社

座長：片山 昌紀（  大阪赤十字病院 リウマチ・膠原病内科）
　　　和田 誠（  京都第一赤十字病院 リウマチ内科）

「VHH 抗体創薬への期待～構造からみたオゾラリズマブの特性～」 …………………145
津本 浩平（   東京大学大学院工学系研究科 バイオエンジニアリング専攻）

「RA 患者の TNF- αを中和するための治療選択」 ………………………………………146
中澤 隆（   大阪府済生会中津病院 膠原病内科）

15：30～ 17：30   シンポジウム 2 
“RA の関節再建手術後のより良い機能回復にむけた多面的アプローチ ”

座長：川人 豊（  京都府立医科大学 大学院医学研究科 免疫内科学 膠原病・リウマチ・アレルギー科）
　　　林 申也（  神戸大学医学部 整形外科）

「RA 手術治療について」 …………………………………………………………………… 44
中川 夏子（   兵庫県立加古川医療センター リウマチ膠原病センター）

「関節リウマチの上肢手術後のリハビリテーションについて」 ………………………… 45
楠元 政幸（   国立循環器病研究センター・循環器病リハビリテーション部）

「RA 患者の健康寿命延伸を考える～サルコペニア、フレイル、ロコモとの関連～」 …… 46
多田 昌弘（   大阪市立総合医療センター 整形外科 / 大阪市立総合医療センター リウマチセンター）

「関節リウマチとサルコペニア」 …………………………………………………………… 47
荒井 秀典（   国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター）

「身体機能シンポジウム：RA と骨粗鬆症」 ……………………………………………… 48
惠谷 悠紀（   大阪大学大学院医学系研究科運動器スポーツバイオメカニクス学共同研究講座）
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第 4 会場　（4F 401）

9：00～ 10：00   モーニングセミナー 2 共催：エーザイ株式会社

座長：橋本 求（  大阪公立大学大学院医学研究科 膠原病内科学）

「関節リウマチ治療における MTX 皮下注製剤への期待」 ………………………………143
三枝 淳（   神戸大学医学部附属病院 膠原病リウマチ内科）

10：15～ 11：30   症例報告３ 
“ 膠原病 ”

座長：住友 秀次（  神戸市立医療センター中央市民病院 膠原病・リウマチ内科）
　　　關口 昌弘（  兵庫県立西宮病院 リウマチ科）

C3-1. 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）後に発症した iMCD-TAFRO の一例 ……………… 114
○  椎

し い な

名 達
たつろう

郎 1）、山本 英里子 2）、山田 啓貴 2）、岡野 隆一 2）、西村 啓佑 2）、千藤 荘 2）、上田 洋 2）、三枝 淳 2）

1）神戸ア大学医学部医学科
2）神戸大学医学部附属病院 膠原病リウマチ内科

C3-2. Atypical lymphoplasmacytic and immunoblastic proliferation と血管性浮腫を合併した 
SLE と SjS の１例 …………………………………………………………………………………… 114
○  北

き た い

井 順
じゅんや

也 1,2）、妹尾 高宏 1）、河野 正孝 1）、正木 康史 2）、川人 豊 1）

1）京都府立医科大学 大学院医学研究科 免疫内科学
2）金沢医科大学 血液免疫内科学

C3-3. 抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎に対する多剤免疫抑制療法後に中枢神経原発悪性リンパ腫が 
生じた一例 ……………………………………………………………………………………………… 115
○  望

もちづき

月 俊
しゅんご

吾 1）、中島 俊樹 1）、赤津 希海 2）、武部 軌良 2）、大角 翔太 3）、小倉 愛子 3）、井村 嘉孝 1）

1）公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院 リウマチ膠原病科
2）公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院 脳神経外科
3）公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院 血液内科

C3-4. 薬剤性横紋筋融解症が疑われた抗 SRP 抗体陽性免疫介在性壊死性筋症の 1 例 ……………… 115
○  篠

しのはら

原 鷹
たかゆき

之 1）、藤枝 俊輔 1）、中西 優市郎 2）、笠原 亜希子 1）、神尾 尚馨 1）、妹尾 高宏 1）、河野 正孝 1）、川人 豊 1）

1）京都府立医科大学大学院医学研究科 免疫内科学
2）市立福知山市民病院 膠原病内科

C3-5. 多関節炎の診断に難渋したが血清 IL-18 測定が有用であった成人スチル病の一例 …………… 116
○  皆

みながわ

川 侑
ゆ う こ

子、西井 聖二、安部 武生、橋本 哲平、東 直人
兵庫医科大学病院 アレルギー・リウマチ内科

C3-6. Terry 爪を呈した全身性硬化症 (SSc) の一例 ……………………………………………………… 116
○  嶋

しま

 良
よしひと

仁、渡邉 あかね、熊ノ郷 淳
大阪大学大学院医学系研究科 血管作動温熱治療学共同研究講座 免疫内科
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11：45～ 12：45   ランチョン教育セミナー 3 共催：ヤンセンファーマ株式会社

座長：冨田 哲也（  森ノ宮医療大学大学院）

「乾癬性関節炎と類縁疾患の治療戦略」 …………………………………………………… 88
門野 夕峰（   埼玉医科大学 整形外科）

13：00～ 14：00   教育セミナー 3

座長：岡本 奈美（  大阪ろうさい病院小児科）

「AYA 世代に対する膠原病妊娠の準備と管理」 ………………………………………… 84
金子 佳代子（   国立成育医療センター周産期・母性診療センター 母性内科）

14：15～ 15：15   スイーツセミナー 3 共催：田辺三菱製薬株式会社

座長：大村 浩一郎（  神戸市立医療センター中央民病院 膠原病・リウマチ内科）

「関節リウマチ診療に Shared Decision Making (SDM) はなぜ必要か」 ……………147
西澤 徹（   関西医科大学総合療センター 呼吸器膠原病内科）

15：30～ 17：30   シンポジウム 3 
“ 遺伝子から紐解くリウマチ性疾患 ～基礎から始めるゲノム解析～ ”

座長：菊田 順一（  神戸大学大学院医学研究科 未来医学講座 免疫学分野）
　　　小谷 卓矢（  大阪医科薬科大学病院リウマチ膠原病内科）

「関節リウマチと腸内細菌叢：研究の変遷と未来の展望」 ……………………………… 49
前田 悠一（   大阪大学大学院医学系研究科 呼吸器・免疫内科学 招へい教員、留学中）

「滑膜解析に基づく関節リウマチ患者の層別化と治療反応性予測」 …………………… 50
土屋 遥香（   東京大学医学部附属病院 アレルギーリウマチ内科）

「臨床応用を目指したゲノム情報と臨床情報による関節リウマチ層別化」 …………… 51
寺尾 知可史（   理化学研究所 生命医科学研究センター ゲノム解析応用研究チーム / 静岡県立総合病院臨床研究部 / 

静岡県立大学薬学部ゲノム病態解析講座）
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第 5 会場　（4F 402）

10：15～ 11：30   一般演題 1 
“RA 一般・身体機能・SPA・手術 ”

座長：小田 良（  京都府立医科大学大学院医学研究科 運動器機能再生外科学（整形外科学教室））
　　　木田 節（  京都府立医科大学大学院医学研究科 免疫内科学）

O1-1. 関節リウマチ患者の前足部形成術における炭酸ガス経皮吸収療法による骨癒合促進効果 ………94
○  高

たかはら

原 俊
しゅんすけ

介 1）、上藤 淳郎 1,2）、中川 夏子 1,2）

1）兵庫県立加古川医療センター 整形外科
2）兵庫県立加古川医療センター リウマチ科

O1-2. 関節リウマチ患者における前足部形成術後の創治癒遅延に与える影響を与える 
因子についての検討 ………………………………………………………………………………………94
○  上

うえふじ

藤 淳
あ つ お

郎、髙原 俊介、中川 夏子
兵庫県立加古川医療センター

O1-4. 末期膝関節障害患者に対して人工膝関節全置換術後 1 年における歩行スピードに 
関連する因子 ………………………………………………………………………………………………95
○  山

や ま だ

田 修
しゅうじ

司、前田 真吾、乾 健太郎
大阪府済生会中津病院

O1-5. 抗 CCP 抗体とリウマトイド因子の陽性・陰性における分子標的薬の有効性について …………96
○  永

な が た

田 浩
ひろゆき

之 1）、岡野 匡志 2）、真本 建司 3）、山田 祐太郎 3）、小島 孝仁 3）、小池 達也 4）、乾 健太郎 5）、多田 昌弘 6）、
織田 一貴 7）、安野 翔平 8）、飯田 高広 8,9）、中村 博亮 3）

1）和泉市立総合医療センター 整形外科
2）大阪市大大学院医学研究科高齢者運動器変性疾患制御講座
3）大阪市立大学大学院医学研究科 整形外科
4）白浜医療福祉財団骨リウマチ疾患探索研究所
5）大阪府済生会中津病院 整形外科
6）大阪市立総合医療センター整形外科
7）淀川キリスト教病院整形外科 整形外科
8）高遼会病院 整形外科
9）たかひろクリニック

O1-6. Difficult to treat rheumatoid arthritis 治療とグルココルチコイド使用の関連についての 
検討 …………………………………………………………………………………………………………96
○  安

あ ん の

野 翔
しょうへい

平 1）、岡野 匡志 2）、織田 一貴 1）、山田 祐太郎 3）、真本 建司 3）、飯田 高広 4）、多田 昌弘 5）、乾 健太郎 6）、
小池 達也 7）、中村 博亮 3）

1）淀川キリスト教病院 整形外科
2）大阪公立大学大学院医学研究科 高齢者運動器変性疾患制御
3）大阪公立大学大学院医学研究科 整形外科
4）高遼会病院 整形外科
5）大阪市立総合医療センター 整形外科
6）大阪府済生会中津病院 整形外科
7）白浜医療福祉財団骨リウマチ疾患探索研究所
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O1-7. 乾癬性関節炎と骨粗鬆症の関連についての検討 ………………………………………………………97
○  安

あ ん の

野 翔
しょうへい

平 1）、岡野 匡志 2）

1）淀川キリスト教病院 整形外科
2）大阪公立大学大学院医学研究科 高齢者運動器変性疾患制御講座

11：45～ 12：45   ランチョン教育セミナー 4 共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

座長：武内 徹（  大阪医科薬科大学リウマチ膠原病内科）

「全身性強皮症の臓器病変～消化器病変を中心に～」 …………………………………… 89
白井 悠一郎（   日本医科大学大学院医学研究科 アレルギー膠原病内科学分野）

13：00～ 14：00   一般演題 2 
“RA 一般症例報告・看護 ”

座長：緒方 篤（  大阪はびきの医療センター）
　　　寺島 康浩（  はくほう会加古川病院 整形外科）

O2-1. 当科におけるメトトレキサート皮下注射製剤の使用経験について …………………………………98
○  木

き ぼ し

坊子 貴
た か お

生、山本 真大、岡﨑 彩奈、和田 裕美子、吉川 紋佳、庄田 武司、小谷 卓矢、松村 洋子、武内 徹
大阪医科薬科大学病院 リウマチ膠原病内科

O2-2. Strengthening and Stretching for RA of the Hand (SARAH) 前後における 
関節リウマチ患者の満足度 (MHQ-J) の評価 …………………………………………………………98
○  佐

さ え き

伯 良
りょうこ

子 1）、村上 孝作 2）、西田 直子 3）、小柴 賢洋 4）、佐浦 隆一 5）

1）京都府立医科大学医学部看護学科
2）京都大学大学院医学研究科附属がん免疫総合研究センター
3）京都先端科学大学健康医療学部看護学科
4）新須磨クリニック
5）大阪医科薬科大学医学部総合医学講座リハビリテーション医学教室

O2-3. 関節リウマチ患者の帯状疱疹予防意識ーアンケートから見えた今後の課題 ………………………99
○  永

な が い

井 絵
え り な

里奈 1）、片岡 英一郎 2）、髙樋 康一郎 3）、新居 卓朗 4）、森藤 好美 5）、伊藤 聡 6）

1）片岡整形外科リウマチ科 看護部
2）片岡整形外科リウマチ科
3）国立病院機構 大阪刀根山医療センター 整形外科・リウマチ科
4）国立病院機構 大阪刀根山医療センター 呼吸器内科
5）国立病院機構 大阪刀根山医療センター 看護部
6）新潟県立リウマチセンター リウマチ科

O2-4. 急速な増悪傾向を示したメソトレキセート関連リンパ増殖性多発性肺腫瘤の１例 ………………99
○  皆

み な た

田 睦
む つ こ

子 1）、黒木 康雄 1）、西田 湧也 2）

1）神戸百年記念病院
2）神戸市立医療センター中央市民病院

O2-5. グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症の骨折症例を考える ………………………………………… 100
○  仲

な か た

田 公
きみひこ

彦
東大阪病院
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O2-6. 急性肘部管症候群をともなった石灰沈着症の 2 例 ………………………………………………… 100
○  片

かたおか

岡 英
えいいちろう

一郎 1）、永井 絵里奈 1）、高樋 康一郎 2）、邉見 俊一 3）、秋田 鐘弼 4）

1）片岡整形外科リウマチ科
2）国立病院機構大阪刀根山医療センター 整形外科 リウマチ科
3）辺見クリニック
4）国立病院機構大阪南医療センター  整形外科

14：15～ 15：15   スイーツセミナー 4 共催：あゆみ製薬株式会社

座長：木下 浩二（  近畿大学医学部 血液・膠原病内科）

「cs/bDMARDs による関節リウマチの寛解導入・維持の要点」 ………………………148
亀田 秀人（   東邦大学医学部 内科学講座 膠原病学分野）

15：30～ 17：10   シンポジウム 4 
“ 移行期医療支援～在り方と実践～ ”

座長：大内 一孝（  京都府立医科大学大学院医学研究科小児科）
　　　平松 ゆり（  大阪医科薬科大学リウマチ膠原病内科）

「思春期看護研究会 25 年の歩みを振り返って： 
移行期支援における看護師の役割」 ……………………………………………………… 52
丸 光恵（   兵庫県立大学 生涯広域健康看護講座 小児看護学）

「関西医科大学における移行期医療の経験」 ……………………………………………… 53
石﨑 優子（   関西医科大学 小児科学講座）

「大阪母子医療センター内における大阪府移行期医療支援センターの取り組み」 …… 54
植田 麻実（   大阪府移行期医療支援センター / 大阪母子医療センター 患者支援センター）
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ポスター会場　（4F ホワイエ）

17：40～ 18：10   ポスター症例報告 1 
“RA 一般 ”

座長：西山 大介（  和歌山県立医科大学整形外科学講座）

PC1-1. 右上腕骨骨頭の急速破壊に対してリバース型人工関節置換術を施行した 1 例 ………………… 132
○  三

みつはし

橋 明
あきひろ

弘、安野 翔平
淀川キリスト教病院

PC1-2. シェーグレン症候群および関節リウマチに合併した過粘稠症候群の一例 ……………………… 132
○  田

た む ら

村 汐
し お り

里、福村 麻綾、船曳 正英、望月 俊吾、青木 一将、大北 莉奈、中島 俊樹、井村 嘉孝
公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院 リウマチ膠原病内科

PC1-3. 非小細胞肺癌に対して抗 PD-L1 抗体製剤を使用直後に関節リウマチを発症した一例 ……… 133
○  宮

みやもと

本 愛
あ い こ

子、片田 圭宣、佐々木 裕弥、鬼追 芳行、依藤 秀樹
市立吹田市民病院 呼吸器・リウマチ科

17：40～ 18：10   ポスター症例報告 2 
“RA 一般・身体機能・SPA・手術 ”

座長：渡部 龍（  大阪公立大学大学院医学研究科 膠原病内科学）

PC2-1. トシリズマブ使用中に壊死性筋膜炎を発症しマクロファージ活性化症候群をきたした 
関節リウマチの一例 …………………………………………………………………………………… 134
○  田

たどころ

所 麗
れい

、大野 裕子、関口 昌弘
兵庫県立西宮病院 リウマチ科

PC2-2. メトトレキサートの連日投与により粘膜傷害ならびに汎血球減少をきたした一例 …………… 134
○  津

つ む ら

村 慎
し ん た ろ う

太郎、奈村 憲幸、焦 圭裕、鎌田 和哉、柏木 聡、萩原 敬史
宝塚市立病院 リウマチ科

PC2-3. 関節リウマチ患者における難治性下腿潰瘍の 1 例 ………………………………………………… 135
○  山

や ま だ

田 修
しゅうじ

司、乾 健太郎
大阪府済生会中津病院

17：40～ 18：10   ポスター症例報告 3 
“ 膠原病 ”

座長：河野 正孝（  京都府立医科大学大学院医学研究科 免疫内科学）

PC3-1. 骨関節病変から診断に至った掌蹠膿疱症の 1 例 …………………………………………………… 136
○  九

く き

鬼 和
か ず と

人、安野 翔平
淀川キリスト教病院

PC3-2. 63 歳で確定診断がついた高安動脈炎の 1 例 ……………………………………………………… 136
○  西

にしもと

本 憲
のりひろ

弘 1）、村上 美帆 1）、中岡 良和 2）

1）医療法人晴愛会 大阪リウマチ・膠原病クリニック
2）国立循環器病研究センター 肺循環
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PC3-3. 神経精神ループス、漿膜炎を伴う SLE に対してアニフロルマブが著効した一例 …………… 137
○  雑

さ い か

賀 彩
あ や の

乃、岩田 慈、上野 滉大、松宮 遼、加藤 喬、下邨 優太、園田 健留、西川 太郎、藤井 隆夫
和歌山県立医科大学附属病院 卒後臨床研修センター

PC3-4. 中枢神経ループスに対してアニフロルマブが奏功した 1 例 ……………………………………… 137
○  雑

さ い か

賀 彩
あ や の

乃 1,2）、上野 滉大 2）、松宮 遼 2）、岩田 慈 2）、藤井 隆 2）

1）和歌山県立医科大学 卒後臨床研修センター
2）和歌山県立医科大学 リウマチ膠原病科

17：40～ 18：10   ポスター症例報告 4 
“ 膠原病・小児 ”

座長：寺田 信（  市立伊丹病院 アレルギー疾患リウマチ科）

PC4-1. 成人移行難治性全身型若年性特発性関節炎に対してカナキヌマブを併用し速やかに 
ステロイドを漸減しえた 1 例 ………………………………………………………………………… 138
○  安

や す い

井 進
し ん た ろ う

太朗、白杉 郁、山田 啓貴、岡野 隆一、西村 啓佑、千藤 荘、上田 洋、三枝 淳
神戸大学医学部付属病院 膠原病リウマチ内科

PC4-2. TMA と鑑別を要した NP-SLE の一例 ……………………………………………………………… 138
○  新

しんかわ

川 雄
ゆ た か

高、マクラケン 佳世、中村 拓路、佐藤 智美、梅原 久範
市立長浜病院 リウマチ膠原病内科

PC4-3. 皮膚筋炎の増悪が疑われたサイトメガロウイルス初感染の一例 ………………………………… 139
○  川

かわぐち

口 真
ま ゆ み

弓 1）、向井 明彦 2）

1）耳原総合病院
2）コープ大阪病院

PC4-4. 眼窩内腫瘤により眼窩先端症候群を生じた多発血管炎性肉芽腫症の一例 ……………………… 139
○  富

と が し

樫 救
たすく

1）、藤澤 雄平 1）、矢野 雄也 1）、石原 龍平 1）、勝島 將夫 1）、福本 一夫 1,2）、渡部 龍 1）、橋本 求 1）

1）大阪公立大学 膠原病内科
2）大阪公立大学 総合診療科

17：40～ 18：10   ポスター一般演題 1 
“ 膠原病・小児・基礎・看護 ”

座長：川崎 拓（  滋賀医科大学医師臨床教育センター）

PO1-1. 当科における関節リウマチ治療中発症悪性リンパ腫の臨床的検討 ……………………………… 128
○  田

た ば た

端 理
り え

英 1）、饗庭 明子 1）、金子 仁臣 1）、上杦 裕子 2）

1）大阪府済生会野江病院 血液内科
2）大阪府済生会野江病院 リウマチ膠原病内科

PO1-2. 関節リウマチ患者の寛解率と b/tsDMARDs 投与に影響する予測因子の解析について ……… 128
○  杉

すぎやま

山 昌
まさふみ

史 1）、矢倉 脩平 1）、土本 早紀 1）、木下 浩二 2）、松村 到 2）

1）近畿大学奈良病院リウマチ膠原病内科
2）近畿大学医学部血液膠原病内科
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PO1-3. リウマチクリニックにおける外来クラークの役割と課題  
～患者さんの声をお聞かせください！アンケート調査～ ………………………………………… 129
○  上

う え の

野 清
き よ み

美 1）、松村 陽美 2）、樋上 聡美 3）、樋上 謙士 3）

1）ひがみリウマチ・糖尿病内科クリニック 医事課
2）ひがみリウマチ・糖尿病内科クリニック 看護部
3）ひがみリウマチ・糖尿病内科クリニック

17：40～ 18：10   ポスター一般演題 2 
“ 膠原病・小児・基礎 ”

座長：蔭山 豪一（  兵庫県立尼崎総合医療センター 膠原病リウマチ内科）

PO2-1. 抗 ARS 抗体症候群の抗体別での臨床症状および予後の検討 …………………………………… 130
○  松

ま つ だ

田 翔
しょうご

悟、山本 真大、大江 克昌、坂元 絢、岡崎 彩奈、江左 夏子、木坊子 貴生、和田 裕美子、鈴鹿 隆保、
庄田 武司、小谷 卓矢、武内 徹
大阪医科薬科大学リウマチ膠原病内科

PO2-2. 呼吸器内科を初診された抗 ARS 抗体陽性間質性肺炎の特徴 …………………………………… 130
○  山

やまぐち

口 統
のりひこ

彦 1）、岡本 裕希子 1）、森本 彬人 1）、多河 広史 1）、山根 宏之 1）、松浦 良信 2）、葛谷 憲一郎 2）、二木 俊江 3）、
軸屋 龍太郎 3）、日下部 祥人 3）、池田 聡之 3）、小山 訓 4）、平井 宏和 4）、小川 恭生 4）、平野 亨 4）

1）大阪府済生会千里病院呼吸器内科
2）大阪府済生会千里病院免疫内科
3）西宮市立中央病院呼吸器内科
4）西宮市立中央病院リウマチ・膠原病内科

PO2-3. 当院における成人発症スチル病の関節超音波検査所見の検討 …………………………………… 131
○  山

やまもと

本 英
え り こ

里子、千藤 荘、山田 啓貴、岡野 隆一、西村 啓佑、上田 洋、三枝 淳
神戸大学医学部附属病院
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2024年 9月8日（日）　第2日
  オンデマンド配信予定

第 1 会場　（1F メインホール）

10：10～ 11：10   共催セミナー 共催：ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社・小野薬品工業株式会社

座長：松原 司（  松原メイフラワー病院 院長）

「高齢関節リウマチのマネジメント 
～コンセンサスステートメントを踏まえて～」 …………………………………………152
岡田 正人（   聖路加国際病院 Immuno-Rheumatology Center）

11：30～ 12：30   ランチョンセミナー 5 共催：アステラス製薬株式会社

座長：蛯名 耕介（  大阪大学大学院医学系研究科 整形外科）

「関節リウマチにおける JAK 阻害薬の適正使用について 
～ RA 診療ガイドライン 2024 改訂版の内容も含め～」 ………………………………149
藤井 隆夫（   和歌山県立医科大学医学部リウマチ・膠原病内科学講座）

12：45～ 14：45   シンポジウム 5 
“ 膠原病治療薬の現状と未来 ”

座長：岩田 慈（  和歌山県立医科大学 医学部 リウマチ・膠原病科学講座）
　　　村上 孝作（  京都大学大学院医学研究科付属がん免疫総合研究センター）

「SLE における生物学的製剤の治療選択」 ……………………………………………… 55
野﨑 祐史（   近畿大学病院 血液・膠原病内科 / 近畿大学病院 リウマチセンター）

「リウマチ・膠原病における B 細胞除去療法の役割とポテンシャル」 ……………… 56
妹尾 高宏（   京都府立医科大学 大学院医学研究科 免疫内科学 膠原病・リウマチ・アレルギー科）

「Complicate, Complement, Comprehension ～補体制御の温故知新～」 …………… 57
西出 真之（   大阪大学大学院医学系研究科 呼吸器・免疫内科学）

「膠原病領域で開発中の薬剤」 ……………………………………………………………… 58
千藤 荘（   神戸大学医学部附属病院 検査部 / 神戸大学医学部附属病院 膠原病リウマチ内科）
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15：00～ 17：00   ディベートシンポジウム 
“JAK 阻害薬阻害薬をどのように使うか ”

座長：西本 憲弘（  大阪リウマチ・膠原病クリニック院長）
　　　松原 司（  松原メイフラワー病院　院長）

「トファシチニブ」 …………………………………………………………………………… 75
惠谷 悠紀（   大阪大学大学院医学系研究科 運動器スポーツバイオメカニクス学共同研究講座）

「バリシチニブの使いどころ」 ……………………………………………………………… 76
橋本 哲平（   兵庫医科大学医学部糖尿病内分泌・免疫内科）

「Peficitinib の有用性について」 ………………………………………………………… 77
安野 翔平（   淀川キリスト教病院整形外科）

「ウパダシチニブ」 …………………………………………………………………………… 78
鬼澤 秀夫（   滋賀県立総合病院免疫内科）

「JAK 阻害剤、使うなら 5 剤目の Filgotinib ！！」 …………………………………… 79
真本 建司（   大阪公立大学大学院医学研究科整形外科学）
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第 2 会場　（3F 国際会議室）

8：40～ 9：40   モーニングセミナー 3 共催：ギリアド・サイエンシズ株式会社 / エーザイ株式会社

座長：藤井 貴之（  京都大学医学部附属病院 リウマチセンター）

「リウマチ治療の再考～関節破壊を起こさないために～」 ………………………………150
安野 翔平（   淀川キリスト教病院 整形外科,リウマチセンター）

10：10～ 11：20   症例報告４ 
“ 膠原病・小児 ”

座長：佐藤 知実（  滋賀医科大学医師臨床教育センター）
　　　乾 健太郎（  大阪府済生会中津病院整形外科）

C4-1. 治療抵抗性の子宮筋腫様腫瘤を伴う抗 TIF-1 γ抗体皮膚筋炎の一例 …………………………… 118
○  矢

や ぐ ら

倉 脩
しゅうへい

平 1）、土本 和司 4）、土本 早紀 1）、杉山 昌史 1）、西岡 和弘 2）、木下 浩二 3）、松村 到 3）

1）近畿大学奈良病院 リウマチ・膠原病内科
2）近畿大学奈良病院 産婦人科
3）近畿大学病院 血液・膠原病内科
4）和泉市立総合医療センター リウマチ・膠原病内科

C4-2. 治療抵抗性を示す心筋炎合併抗 M2 抗体陽性免疫介在性壊死性ミオパチーに 
リツキシマブが有効であった 1 例 …………………………………………………………………… 118
○  上

う え の

野 滉
こうだい

大、岩田 慈、松宮 遼、加藤 喬、下邨 優太、園田 健留、西川 太郎、藤井 隆夫
和歌や県立医科大学 リウマチ膠原病内科

C4-3. 抗 Ku 抗体陽性重複症候群に対しリツキシマブが著効した 3 例 ………………………………… 119
○  下

しもむら

邨 優
ゆ う た

太 1）、岩田 慈 1）、松宮 遼 1）、加藤 喬 1）、上野 滉大 1）、園田 健留 2）、西川 太郎 1）

1）和歌山県立医科大学附属属病院 リウマチ・膠原病科学講座
2）国立病院機構和歌山病院 内科

C4-4. 難治性の全身型若年性特発性関節炎として加療されていた、XIAP 欠損症の 1 例 …………… 119
○  菅

すがはら

原 拓
た く ま

真、井澤 和司、前田 由可子、仁平 寛士、柴田 洋史、日衛嶋 栄太郎、八角 高裕、滝田 順子
京都大学医学部附属病院

C4-5. 全身性エリテマトーデス治療中に Mollaret 髄膜炎を合併した一例 …………………………… 120
○  藤

ふじもと

本 沙
さ ち

千 1）、壷井 和幸 1）、宮﨑 一鳳 1）、濵﨑 健弥 2）

1）神戸市立医療センター西市民病院 リウマチ・膠原病内科
2）神戸市立医療センター西市民病院 総合内科

C4-6. IgA 血管炎の治療経過中に発熱腹痛発作を繰り返し家族性地中海熱が疑われた一例 ………… 120
○  鈴

す ず か

鹿 隆
たかやす

保、庄田 武司、小谷 卓矢、武内 徹
大阪医科薬科大学病院 内科学（Ⅳ）リウマチ膠原病内科

C4-7. 難治性慢性副鼻腔炎をきたした IgG4 関連疾患に対しミコフェノール酸モフェチルが 
有効であった症例 ……………………………………………………………………………………… 121
○  二

ふたむら

村 麻
ま り こ

理子 1,2）、尾﨑 吉郎 1）、嶋元 佳子 1）、辻 良平 1）、槇野 秀彦 1）、田中 晶大 1）、孫 瑛洙 1）、伊藤 量基 2）

1）関西医科大学附属病院 リウマチ膠原病科
2）関西医科大学 内科学第一講座
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11：30～ 12：30   ランチョン教育セミナー 6 共催：アッヴィ合同会社

座長：松井 聖（  兵庫医科大学医学部糖尿病内分泌・免疫内科学講座）

「関節リウマチの薬物治療と手術療法の進歩」 …………………………………………… 90
髙橋 伸典（   愛知医科大学医学部 整形外科学講座）

12：45～ 14：45   シンポジウム 6 
“ リウマチ内科・整形外科医の視点：RA 手術の適切な時期と匠の技 ”

座長：礒田 健太郎（  いそだリウマチ・糖尿病内科）
　　　橋本 淳（  医療法人樫本会 樫本病院）

「内科医が考えるリウマチ患者の手術のタイミング」 …………………………………… 59
平野 亨（   西宮市立中央病院 リウマチ・膠原病内科）

「整形外科医が考えるリウマチ患者の手術のタイミング」 ……………………………… 60
岡村 元佑（   大阪南医療センター）

「関節リウマチと人工膝関節置換術」 ……………………………………………………… 61
中野 直樹（   神戸大学医学部 整形外科）

「RA 患者の ADL 向上を目指した上肢手術のわれわれの工夫」 ……………………… 62
大久保 直輝（   京都府立医大大学院 運動器機能再生外科学（整形外科））

「当院における関節リウマチ患者に対する足部の治療経験」 …………………………… 63
浅井 宣樹（   愛徳医療福祉センター）

「関節リウマチ足部手術～成績向上を目指して～」 ……………………………………… 64
野口 貴明（   大阪大学 整形外科）

「人工手関節全置換術の手術手技と成績不良例に対するサルベージ手術」 …………… 65
児玉 成人（   滋賀医科大学整形外科・リハビリテーション科）
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第 3 会場　（3F レセプションホール）

10：05～ 11：25   症例報告５ 
“ 膠原病・小児 ”

座長：橋本 尚明（  医療法人 橋本膠原病リウマチクリニック）
　　　井澤 和司（  京都大学医学部附属病院 小児科）

C5-1. ベリムマブが寛解維持に有効と考えられた皮膚動脈炎の 1 例 …………………………………… 122
○  壷

つ ぼ い

井 和
かずゆき

幸、岩谷 真季
神戸市立医療センター西市民病院 リウマチ・膠原病内科

C5-2. 糸球体病変を伴わず尿細管間質性腎炎と腎壊死性血管炎を呈した 
ANCA 関連血管炎の一例 …………………………………………………………………………… 122
○  藤

ふじわら

原 良
よしのり

紀 1）、北出 浩太郎 2,3）、岡田 拓也 2,3）、樽谷 雄介 2,3）、矢部 萌美 2,3）、三崎 健太 2,3）、今泉 泰彦 2,3）

1）北播磨総合医療センター 臨床研修センター
2）北播磨総合医療センター リウマチ・膠原病内科
3）北播磨総合医療センター リウマチ・膠原病センター

C5-3. トシリズマブにより救命し得た皮膚筋炎関連間質性肺疾患の 1 例 ……………………………… 123
○  小

こばやし

林 裕
ゆう

1）、壷井 和幸 2）、西尾 智尋 3）、冨岡 洋海 1）

1）神戸市立医療センター西市民病院 呼吸器内科
2）神戸市立医療センター西市民病院 リウマチ・膠原病内科
3）神戸市立医療センター西市民病院 総合内科

C5-4. IgG4 関連血管周囲炎との鑑別を要した巨細胞性動脈炎の一例 ………………………………… 123
○  中

なかやま

山 美
み お

央、藤枝 俊輔、笠原 亜希子、神尾 尚馨、妹尾 高宏、河野 正孝、川人 豊
京都府立医科大学大学院医学研究科 免疫内科学

C5-5. COVID19 感染後に間質性肺炎の急性増悪をきたした顕微鏡的多発血管炎の 1 例 …………… 124
○  木

き じ ま

嶋 夏
な つ き

希 1）、松田 翔悟 2）、江左 夏子 2）、木坊子 貴生 2）、和田 裕美子 2）、鈴鹿 隆保 2）、庄田 武司 2）、小谷 卓矢 2）、
武内 徹 2）

1）大阪医科薬科大学
2）大阪医科薬科大学膠原病内科

C5-6. MRI にて全身広範囲に筋膜炎所見を認めた好酸球性筋膜炎の一例 …………………………… 124
○  鏡

かがみはた

畑 英
ひであき

昭、野里 聡子、中野 真依、北野 将康、角田 慎一郎
住友病院

C5-7. 抗 SS-A 抗体陽性全身性エリテマトーデスにおける二次性シェーグレン症候群合併率の 
検討 ……………………………………………………………………………………………………… 125
○  松

まつみや

宮 遼
りょう

、岩田 慈、加藤 喬、上野 滉大、下邨 優太、園田 健留、西川 太朗、藤井 隆夫
和歌山県立医科大学附属病院 リウマチ・膠原病内科学講座

C3-7. OMAAV に虚血性視神経症を合併した 1 例 ……………………………………………………… 125
○  和

わ だ

田 誠
まこと

1）、須永 敦彦 3）、花谷 望都子 1）、礒田 有 1）、佐川 里紗 4）、中林 周 1）、尾本 篤志 2）、川人 豊 5）

1）京都第一赤十字病院 リウマチ内科
2）京都第一赤十字病院 総合内科
3）松下記念病院 膠原病・リウマチ内科
4）洛西ニュータウン病院 膠原病内科
5）京都府立医科大学 大学院医学研究科 免疫内科学
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11：30～ 12：30   ランチョン教育セミナー 7 共催：ファイザー株式会社

座長：酒井 良忠（  神戸大学医学部附属病院）

「リウマチ手肘手術の合併症と周術期管理」 ……………………………………………… 91
西田 圭一郎（   岡山大学病院運動器疼痛センター）

12：45～ 14：45   シンポジウム 7 
“SpA の基礎を考える ”

座長：辻 成佳（  公益財団法人日本生命済生会 日本生命病院 整形外科）
　　　岡野 匡志（  大阪公立大学大学院 医学研究科整形外科学 高齢者運動器変性疾患制御寄附講座）

「SpA を理解するための付着部の解剖」 ………………………………………………… 66
篠原 靖司（   立命館大学 スポーツ健康科学部）

「炎症と脊椎関節症」 ………………………………………………………………………… 67
高松 漂太（   NHO 大阪南医療センター臨床研究部 免疫異常疾患研究室 /NHO 大阪南医療センター リウマチ・膠原病科）

「SpA の骨増生発生機序」 ………………………………………………………………… 68
山田 祐太郎（   大阪公立大学大学院 医学研究科 整形外科学）

「脊椎関節炎・痛みの原因は末梢？中枢？ 
―脳機能画像からみる痛覚変調性疼痛―」 ……………………………………………… 69
三木 健司（   大阪行岡医療大学）
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第 4 会場　（4F 401・402）

8：40～ 9：40   モーニングセミナー 4 共催：グラクソ・スミスクライン株式会社

座長：熊ノ郷 淳（  大阪大学大学院医学系研究科 呼吸器・免疫内科学）

「好酸球性多発血管炎性肉芽腫症（EGPA）における診断と治療の進歩」 ……………151
谷口 正実（   国立病院機構相模原病院 臨床研究センター アレルギー・呼吸器内科）

10：05～ 11：25   一般演題 3 
“ 膠原病・小児・基礎 ”

座長：田中 晶大（  関西医科大学附属病院 リウマチ・膠原病科）
　　　藤井 健太郎（  大阪大学医学系研究科 免疫細胞生物学）

O3-1. 新規マウスモデルを用いた、動脈硬化が関節炎に及ぼす影響の検討 …………………………… 101
○  伊

い と う

藤 有
ゆ き

生 1）、鈴鹿 隆保 2）、小谷 卓矢 2）、武内 徹 2）

1）大阪医科薬科大学医学部医学科
2）大阪医科薬科大学病院 内科学（Ⅳ）リウマチ膠原病内科

O3-2. 当院における抗ミトコンドリア抗体陽性の炎症性筋疾患の臨床的特徴に関する検討 ………… 101
○  吉

よ し だ

田 和
か ず ま

馬 1）、辻 英輝 1）、内藤 遼太 1）、白柏 魅怜 1）、日和 良介 1）、秋月 修治 1）、中嶋 蘭 1）、大西 輝 2）、吉藤 元 1）、
田中 真生 2）、森信 暁雄 1）

1）京都大学医学部附属病院 免疫・膠原病内科
2）京都大学医学部附属病院 リウマチセンター

O3-3. 全身性強皮症の皮膚硬化に対するリツキシマブの治療効果～ 3 年の経過～ …………………… 102
○  古

ふるかわ

川 哲
て つ や

也、西井 聖二、皆川 侑子、野口 和照、安部 武生、田村 誠朗、橋本 哲平、東 直人、松井 聖
兵庫医科大学 医学部 糖尿病内分泌・免疫内科学

O3-4. IL-6 異常高値はスティル病の予後予測因子 ………………………………………………………… 102
○  岡

おか

 秀
ひ で き

樹 1,2）、住友 秀次 1）、志水 隼人 1,2）、大村 浩一郎 1）

1）神戸市立医療センター中央市民病院 膠原病・リウマチ内科
2）神戸市立医療センター中央市民病院 総合内科

O3-5. 抗 MDA5 抗体陽性急速進行性間質性肺疾患における従来 3 剤と JAK 阻害剤併用療法の 
生命予後に及ぼす影響の検討 ………………………………………………………………………… 103
○  木

き む ら

村 貴
た か こ

子 1）、小谷 卓矢 2）、松田 翔悟 2）、鈴鹿 隆保 2）、武内 徹 2）

1）大阪医科薬科大学 医学部医学科
2）大阪医科薬科大学 内科学 IV リウマチ膠原病内科

O3-6. ANCA 関連血管炎 (AAV) の維持療法期に Avacopan (AVC) を投与した症例の検討 ……… 103
○  岡

おかざき

崎 彩
あ や な

奈 1,2）、坂元 絢 1）、松田 翔悟 1）、木坊子 貴生 1）、和田 裕美子 1）、鈴鹿 隆保 1）、斯波 秀行 1,2）、庄田 武司 1）、
小谷 卓矢 1）、武内 徹 1）

1）大阪医科薬科大学病院 リウマチ膠原病内科
2）恒昭会藍野病院 リウマチ・膠原病センター
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O3-7. SLE 患者の QOL および臓器障害における年齢と発症時期（若年／成人）の 
影響についての横断研究 ……………………………………………………………………………… 104
○  末

すえひさ

久 義
よしあき

朗 1）、辻 英輝 2）、白柏 魅怜 2）、日和 良介 2）、秋月 修治 2）、中嶋 蘭 2）、大西 輝 3）、吉藤 元 2）、田中 真生 3）、
森信 暁雄 2）

1）京都大学 医学部 医学科
2）京都大学医学部附属病院 免疫・膠原病内科
3）京都大学医学部附属病院 リウマチセンター

O1-3. 関節リウマチ患者の治療反応性予測における圧痛腫脹関節較差および 
Disproportionate articular pain の意義 …………………………………………………………… 104
○  安

あ べ

部 武
た け お

生、皆川 侑子、野口 和照、田村 誠朗、古川 哲也、橋本 哲平、東 直人、松井 聖
兵庫医科大学 糖尿病内分泌・免疫内科

11：30～ 12：30   ランチョン教育セミナー 8 共催：アストラゼネカ株式会社

座長：東 直人（  兵庫医科大学医学部糖尿病内分泌・免疫内科学講座）

「SLE の臨床アップデート」 ……………………………………………………………… 92
保田 晋助（   東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 膠原病・リウマチ内科学）

12：45～ 14：45   シンポジウム 8 
“ リウマチケアの実践における課題と工夫 ”

座長：井上 満代（  兵庫医科大学看護学部看護学科）
　　　佐伯 良子（  京都府立医科大学医学部看護学科）

「薬剤師に求められるこれからのリウマチケア」 ………………………………………… 70
雪矢 良輔（   天理よろず相談所病院 薬剤部）

「クリニックにおけるリウマチケアの課題と工夫：院内連携の強化と院外連携」 …… 71
樋上 聡美（   医療法人ひのうえ会 ひがみリウマチ・糖尿病内科クリニック）

「在宅訪問診療における関節リウマチ患者への取り組み」 ……………………………… 72
藤村 純子（   藤村医院）

「RA の外来リハビリ実践における課題と工夫」 ………………………………………… 73
岩永 千秋（   医療法人 永山リウマチ整形外科）

「リウマチケアの実践における課題と工夫～臨床心理士の立場から～」 ……………… 74
塩崎 淳（   国立病院機構 大阪南医療センター がん相談支援室・臨床心理室）


